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急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
、
高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
新
し
い
仕
組
み
と

し
て
、
平
成
12
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
介
護
保
険
制
度
」
も
、
す
で
に
４
年
目
を
迎

え
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
み
な
さ
ん
の
安
心
し
た
暮
ら
し
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
当
市
の
３
年
間
の
介
護
保
険
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

－2－

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
・
・
・
介
護
保
険

第 1 号 被 保 険 者 数 の 推 移

65歳以上の被保険者数は、3年間で358人（5.9％）増えています。

Ｈ12.4 Ｈ13.4 Ｈ14.4 Ｈ15.4

6,096人 6,229人 6,353人 6,454人

Ｈ12.4 Ｈ13.4 Ｈ14.4 Ｈ15.4

545人 629人 709人 769人

要介護認定を受けた人は、3年間で224人（41.1％）増えています。平
成15年4月末現在、第１号被保険者の約11.9％が認定を受けています。

要 介 護 認 定 者 数 の 推 移

制度施行時の平成12年4月から平成15年4月までの増加率をみますと、要介護3の認定を
受けた方が186.4％（57人）と大幅に増加。つづいて要介護5の認定を受けた方が161.3％
（49人）の増、要介護1が153.3％（72人）の増となっています。
平成15年4月の要介護度別の構成割合は、要介護1が26.9％、要介護2が18.3％、要介護5

が16.8％、要介護3が16.0％、要介護4が11.3％、要支援が10.7％となっています。

要支援 

要介護１ 

要介護２ 

要介護３ 

要介護４ 

要介護５ 

0

50

100

150

200

250

（各年4月末現在）

（単位　人）

（認定率とは、第1号被保険者に対する介護認定を受けた人の割合です。）

要 介 護 度 別 認 定 者 数 ・ 認 定 率 の 推 移
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「要介護者の増」等に伴い介護サービスの利用は着実に伸びています。
３年で、在宅利用者は243％、施設利用者は124％、全体で188％と大きく増加しています。

利用者負担を含めた総費用は12億円を超えています。
平成14年度実績は平成12年度実績のおよそ1.4倍になっています。

870,694
千円

1,099,623
千円

1,222,638
千円

Ｈ12実績
Ｈ13実績

Ｈ14実績

Ｈ15年4月1ヶ月分の給付額をサ
ービス別にグラフにしました。施
設サービスが全体の56.3％（約
5,348万円）を占めています。
1人当たり約28万8千円かかって

います。
在宅サービスは全体の43.7％

（約4,160万円）1人当たり約9万7
千円となっています。

介 護 サ ー ビ ス 利 用 者 数 の 推 移

総 費 用 の 推 移

サ ー ビ ス 種 類 別 保 険 給 付 額 （ 平 成 1 5 年 4 月 給 付 分 ）
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サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
ま
ず
「
申
請
」
か
ら
！

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
市
に
申
請
を
し
て
、
要
介
護
認
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ま
で
の
な
が
れ
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
申
　
請

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望

す
る
人
は
、
窓
口
に
「
要
介
護
認

定
」
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
は
本
人
ま
た
は
家
族
が
行
い

ま
す
が
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

や
介
護
保
険
施
設
な
ど
に
代
行
し

て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市
の
職
員
（
保
健
師
）
等
の
調

査
員
が
自
宅
等
を
訪
問
し
、
心
身

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
依
頼
に

よ
り
、
本
人
の
主
治
医
に
心
身
の

状
況
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
作
成

し
て
も
ら
い
ま
す
。

訪
問
調
査
の
結
果
と
医
師
の
意

見
書
も
と
に
「
介
護
認
定
審
査
会
」

で
審
査
し
、
介
護
を
必
要
と
す
る

度
合
い
（
要
介
護
状
態
区
分
）
が

判
定
さ
れ
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
会
の
審
査
結
果

に
も
と
づ
い
て「
非
該
当（
自
立
）」

「
要
支
援
」「
要
介
護
１
〜
５
」
ま

で
の
区
分
に
分
け
て
認
定
さ
れ
、

認
定
結
果
通
知
書
と
認
定
結
果
が

記
載
さ
れ
た
保
険
証
が
届
き
ま

す
。認

定
結
果
を
も
と
に
、
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
の
介
護
支
援
専
門

員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
に
依
頼

し
て
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

ど
の
く
ら
い
利
用
す
る
の
か
と
い

う
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア

プ
ラ
ン
）」
を
作
成
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
も
と
づ
い
た

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

利
用
者
負
担
は
原
則
と
し
て
、
か
か

っ
た
費
用
の
１
割
で
す
。

※
申
請
に
必
要
な
も
の

〇
要
介
護
・
要
支
援
認
定
申
請
書

●
（
介
護
保
険
係
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

〇
介
護
保
険
被
保
険
者
証

〇
申
請
者
の
印
鑑

〇
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
第

●
（
２
号
被
保
険
者
の
場
合
）

認
定
調
査
と

②

主
治
医
意
見
書

③

審
査
・
判
定

④

認
定
・
通
知

介
護
サ
ー
ビ
ス

⑤

計
画
の
作
成

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
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住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で

も
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
人
生

を
送
る
こ
と
が
み
な
さ
ん
の
切
実

な
願
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
年

を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
健
康
を
損

な
い
、
何
ら
か
の
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
誰
が
ど
こ
で

介
護
を
し
て
く
れ
る
の
か
、
ど
こ

に
相
談
に
行
け
ば
よ
い
の
か
、
ま

た
、
日
常
生
活
を
支
え
て
く
れ
る

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
の
か
な

ど
、
多
く
の
不
安
を
抱
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き

に
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

介
護
は
長
い
道
の
り
で
す
。
家

族
だ
け
で
抱
え
込
ん
で
い
て
は
長

続
き
し
ま
せ
ん
。
心
身
の
疲
労
が

重
な
り
、
思
わ
ず
感
情
的
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
在
宅
介
護
で
一
番
大
切
な
こ

と
は
、
介
護
す
る
家
族
が
心
身
と

も
に
健
康
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
介
護
を
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

家
族
や
親
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

に
応
じ
て
協
力
し
合
い
、
同
時
に

公
的
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
利
用
す

る
な
ど
、
肩
の
力
を
抜
い
て
、
ゆ

と
り
あ
る
介
護
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

専
門
職
員
（
保
健
師
、
社
会

福
祉
士
）
が
次
の
よ
う
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。

・
介
護
方
法
、
痴
呆
の
相
談

・
介
護
用
品
・
介
護
機
器
の
紹
介

・
介
護
予
防
・
介
護
予
防
教
室
の

紹
介
、
相
談

・
介
護
保
険
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

紹
介

・
介
護
保
険
事
業
所
、
各
関
係
機

関
と
の
連
絡
調
整
　

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
、
相
談

そ
の
他
介
護
に
関
す
る
相
談
を
総

合
的
に
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

介
護
す
る
方
、
さ
れ
る
方
の
負
担

を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
に
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
知
で
す
か
？
　

「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
で

は
、
介
護
に
関
す
る
相
談
を
総
合
的
に
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
困
っ
た
ら
ご
相
談
を

・
ひ
と
り
暮
ら
し
で
身
体
が
弱
っ
て
い
る
の
で
心
配

・
最
近
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
た

・
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
意
欲
が
な
く
な
っ
た

・
介
護
に
疲
れ
て
し
ま
っ
た

・
介
護
保
険
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
が

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い

・
お
む
つ
の
あ
て
方
が
わ
か
ら
な
い

・
床
ず
れ
が
で
き
て
し
ま
っ
た

介
護
者
の
つ
ど
い

同
じ
よ
う
に
在
宅
介

護
を
し
て
い
る
家
族
と

情
報
交
換
や
相
談
も
で

き
る
、「
介
護
者
の
つ
ど

い
」
を
市
と
社
会
福
祉

協
議
会
と
の
共
催
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
外
に

出
て
行
く
機
会
を
つ
く

り
、
他
人
と
の
輪
も
広

げ
て
い
く
こ
と
が
「
ゆ

と
り
の
介
護
」
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

介
護
・
介
護
予
防
教
室

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
要
望
が
あ

る
地
域
の
公
民
館
等
で
、

介
護
教
室
や
介
護
予
防

教
室
、
痴
呆
予
防
教
室

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
要
望
が
あ
る
地
域
、

団
体
は
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

介
護
保
険
定
例
相
談
会

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
毎
月
第
２

火
曜
日
、
介
護
保
険
に

関
す
る
定
例
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
参
加
し
て
下
さ

い
。

介護サ－ビス全般についての相談や照会・ケアプランの作成や案内等サ－ビス全般
健康推進室介護支援係　23-4313（保健福祉センタ－内）

介護の仕方や、介護用品についての相談
韮崎市在宅介護支援センター　23-4313 （保健福祉センタ－内）

介護保険の認定申請・高額介護サ－ビス費・異動手続き等の事務一般
福祉室介護保険係　　　22-1111 内線136・137

配食サ－ビス・おむつ支給・生活支援サ－ビス等介護保険以外の福祉サ－ビス全般
福祉室高齢者福祉係　　22-1111 内線138・139

介護サービスについてのご相談は
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1 人件費の状況（平成14年度一般会計決算）

韮崎市職員の給与等を公表します
給料の月額や各種手当は、市議会の審議を経て決められます。

7 特別職の報酬等の状況（平成15年4月1日現在）

6 一般行政職の級別職員数の状況（平成15年4月1日現在）

5 部門別職員数の状況（平成15年4月1日現在）

8 職員手当の状況（平成15年4月1日現在）

4 職員の平均給料月額
平均年齢等の状況（平成15年4月1日現在）

3 職員の初任給の状況（平成15年4月1日現在）

2 職員給与費の状況（平成15年度一般会計当初予算）

区　分 人　口
（H.15.4.1）歳出額（A）人件費（B）

人件費率
（B/A）

14年度 33,038 11,838,236 2,199,016 18.6

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬な
ども含まれています。

区分

15年度

職員数
（Ａ）

272

給　与　費

給料

1,065,071

職員手当

137,312

期末勤勉
手　　当

451,820

合計（B）

1,654,203

一人当
たり
給与費
（B/A）

6,082

（注）この表には、特別職に支給される給料・報酬な
どは含まれていません。また、職員手当には退
職手当は含んでいません。

（単位：人・千円・％）

（単位：人・千円）

（単位：円）

区　分
韮崎市 国

一　般
行政職

初任給 2年経過
給料額 初任給 2年経過

給料額

大学卒 171,500 185,600 171,500 185,600

高校卒 139,500 149,200 139,500 149,200

区　分 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 352,900円 42.0歳

区　　　　分

定員適正化計画数

職　員　数　

前年度職員数

一般行政

229人

221人

218人

特別行政

48人

50人

51人

公営企業等

163人

164人

166人

合　計

440人

435人

435人

合計

14年度支給割合4.65月分
期別支給率

6 月期　2.05月分
12月期 2.10月分
3 月期　0.50月分

区分

期
末
勤
勉
手
当

退
職
手
当

6月期

一人当たり
平均支給額

最高限度 最高限度

勤続35年 勤続35年

勤続30年 勤続30年

勤続20年 勤続20年

年数

12月期

合計

支給月 勤勉手当期末手当 支給月 勤勉手当期末手当

韮崎市 国

（注）
◎退職手当一人当たり平均支給額は、14年度に退職し

●た全職種に係る職員に支給された平均額です。
◎（ ）は、特定幹部職員に適用

区　分 期末手当給料月額報酬等

報酬

給料 助　役

市　長

収入役

議　長

副議長

議　員

840,000円

675,000円

625,000円

390,000円

365,000円

355,000円

14年度支給割合3.50月分
期別支給率

6 月期　1.45 月分
12月期　1.55月分
3 月期　0.50 月分

合計
170人

（1.55月分）
（1.35月分）
（1.70月分）
（1.50月分）
（3.25月分）
（2.85月分）

自己都合

21.00月分 21.00月分28.875月分 28.875月分

41.25月分 41.25月分54.45月分 54.45月分

47.50月分 47.50月分62.70月分 62.70月分

60.00月分 60.00月分62.70月分 62.70月分

502千円 20,054千円

勧奨・定年

（0.7月分）
（0.9月分）
（0.7月分）
（0.9月分）
（1.40月分）
（1.80月分）

6 月期

12月期

年数 自己都合勧奨・定年

（1.55月分）
（1.35月分）
1.70月分）
（1.50月分）
（3.25月分）
（2.85月分）

（0.7月分）
（0.9月分）
（0.7月分）
（0.9月分）
（1.40月分）
（1.80月分）

2人
1.2％

13人
7.6％

28人
16.5％

10人
5.9％

38人
22.4％

14人
8.2％

32人
18.8％

31人
18.2％

2人
1.2％

職務 主事補
技師補

主事
技師 主任 副主査 主査 副主幹 次長 課長

室長 参事

区分 1 級 2 級 3級 4級 5級 6 級 7 級 8 級 9級

（給与実態調査）

（給与実態調査）
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成
人
式
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
結
婚
生
活
50
年
を
迎

え
ら
れ
た
夫
婦
を
対
象
に
、
毎
年

「
金
婚
夫
婦
を
祝
う
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

今
回
の
祝
う
会
は
昭
和
28
年
に
結

婚
さ
れ
た
夫
婦
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
該
当
す
る
方
は
期
日
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
期
日

平
成
16
年
１
月
16
日（
金
）ま
で

開
催
日
時

平
成
16
年
２
月
13
日（
金
）

午
前
10
時
か
ら

会
　
　
場

市
役
所
４
階
大
会
議
室

問
い
合
わ
せ

福
祉
室
高
齢
者
福
祉
係
　
内
線
（
１
３
９
）

平
成
16
年
成
人
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

日
時

平
成
16
年
１
月
11
日
（
日
）

受
付

午
後
12
時
30
分
〜
１
時
15
分

式
典
　
午
後
１
時
30
分
〜

場
所

市
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

案
内
状
は
、
11
月
中
旬
に
郵
送

し
て
い
ま
す
。
転
出
等
に
よ
り
現

在
市
外
に
住
ん
で
い
る
方
も
希
望

に
よ
り
出
席
で
き
ま
す
。（
名
簿

印
刷
の
都
合
上
12
月
22
日
（
月
）

ま
で
に
ご
連
絡
下
さ
い
。）

生
涯
学
習
推
進
室
　
内
線
（
２
２
３
）

金
婚
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま
す

本人確認で あなたの大切な戸籍を守ります
ご協力を！

戸籍は、日本国民について、親子・夫婦などの親族的身分関係を登録・公証する制度で、市が管理する
重要な個人情報のひとつです。
最近、全国的に、本人の知らない間に婚姻、養子縁組などの届出がされるという、虚偽の戸籍届出事件

が発生し、社会問題化しています。
韮崎市では、従来から戸籍の適正な管理に努めてまいりましたが、このような社会情勢を受け、さらに

戸籍制度の信頼性を確保し、虚偽の届出事件の発生から皆様の大切な戸籍を守るため、戸籍の届出をされ
る方に、身分証明書等の提示をしていただくことになりました。

●平成16年1月5日（月）から届出の際、本人確認を実施します。
１　身分証明書の提示をお願いするのは・・・
１．「婚姻届」「協議離婚届」「養子縁組届」「養子離縁届」「転籍届」の5種類です。
２　届書を提出するときは、運転免許証・パスポート・住基カードなど、写真付き
１．の官公署発行の身分証明書をお持ち下さい。窓口でご本人であることの確認を
１．させていただきます。
３　身分証明書をお持ちでない場合も届出はできます。この場合は、後日、ご本人
１．の確認ができなかった方に、届出があったことを郵便でお知らせいたします。
４　来庁された方が使者の場合や郵送での届出の場合も、届書中の届出人に、後日、届出があったことを
１．郵便でお知らせいたします。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

ご不明な点は、市民室市民係　 0551-22-1111（内線112・113）へお問い合わせ下さい。

◆開設場所　　長野県南安曇郡穂高町大字牧2230
安曇野泉郷ビラハーモニー　 0263-83-5550

◆開設期間　　平成15年12月24日（水）～平成16年１月25日（日）＊宿泊は24日まで
◆利用時間　　利用当日の午後3時から翌日の午前10時まで
◆利用施設　　5人用１棟（木造・2階建て）※12/27日（土）から1/3日（土）の年末年始

1/10日（土）・1/11日（日）・1/17日（土）・1月24日（土）の各日は5人用2棟
各室とも浴室・厨房設備・食器類・冷蔵庫・ＴＶ・暖房設備・駐車場付※温泉浴室は共同

◆利用料金　　宿泊料：無料（ただし宿泊は1泊に限ります）
入湯税：利用者負担
食事等：利用者負担
（材料持込で各自調理・ホテルのレストラン利用・出前サービスの3つのパターンから選択）

◆利用資格　　市内に住所を有する方、市内事業所に勤務する方及びその家族に限ります。
◆申込受付　　平成15年12月16日（火）午前8時30分～：市民生活課窓口

※受付開始時に宿泊希望日が重複した場合は抽選（9時から）
代理による申込みも可能としますが、申込みは1人1回に限ります。

◆お問い合わせ　市民室市民係　 0551-22-1111（内線112）

北アルプスに抱かれた安曇野の大自然の中で、満ち足りたときをお過ごしください。

市民冬季保養施設 山の家「安曇野泉郷」を開設します！



滅
失
届
を
お
出
し
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
に
所
在
す
る
家
屋
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
年
の
1
月
2
日
以
降
に
取
り
壊
し
を
し
た
家
屋
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

登
記
し
て
あ
る
家
屋
は
、
取
り
壊
し
た
旨
の
登
記
（
滅
失
登
記
）
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
登
記
所
か
ら
市
へ
そ
の
旨

の
通
知
が
あ
り
ま
す
の
で
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
登
記
さ
れ
て
い

な
い
家
屋
は
、
届
出
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
取
り
壊
し
が
把
握
で
き
ま
せ

ん
。家

屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
に
は
、
税
務
室
固
定
資
産
税
係
ま
で
忘
れ
ず
に

お
届
け
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
窓
口
に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
申
告
を
！

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋
の
ほ
か
に
償
却
資
産
（
事
業
用
資
産
）
に

も
課
税
さ
れ
ま
す
。

償
却
資
産
と
は
、
個
人
や
会
社
で
工
場
・
商
店
等
を
経
営
し
た
り
、
不
動

産
貸
し
付
け
等
を
さ
れ
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
て
い
る
資
産

の
こ
と
で
、

①
構
築
物
（
広
告
塔
、
駐
車
場
等
の
舗
装
路
面
、
緑
化
施
設
・
門
・
塀
等
の

●
外
構
工
事
等
）

②
機
械
及
び
装
置
（
各
種
製
造
業
等
の
機
械
及
び
装
置
、
ク
レ
ー
ン
等
の
建

●
設
機
械
等
）

③
車
両
及
び
運
搬
具
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
貨
車
等
）

④
工
具
・
器
具
及
び
備
品
（
事
務
用
器
具
、
美
・
理
容
機
器
、
医
療
機
器
、

●
各
種
工
具
等
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在
に
所
有
し
て
い
る
償
却
資

産
に
つ
い
て
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方

は
、
1
月
30
日
（
金
）
の
提
出
期
限
ま
で
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
税
務
室
固
定
資
産
税
係
（

内
線
１
５
７
・
１
５
８
）
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
月
々
の
給
与
、

ボ
ー
ナ
ス
の
支
払
の
際
に
そ
の
支
払

額
に
応
じ
て
所
得
税
の
源
泉
徴
収
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
毎
月
徴
収
さ
れ
た

税
額
の
合
計
額
は
、
次
の
い
く
つ
か

の
理
由
に
よ
り
、
一
年
間
の
給
与
所

得
に
対
す
る
年
税
額
と
は
一
致
し
な

い
の
が
通
常
で
す
。

①
扶
養
親
族
数
の
異
動
（
結
婚
や
出

産
、
被
扶
養
者
の
就
職
な
ど
）

②
給
与
額
の
変
動
（
源
泉
徴
収
税
額

表
は
年
間
を
通
し
て
給
与
額
に
変

動
が
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

る
）

③
生
命
保
険
料
控
除
や
、
配
偶
者
特

別
控
除
等
は
、
年
末
調
整
で
控
除

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
。

こ
の
た
め
年
間
の
給
与
総
額
が
確

定
す
る
年
末
に
「
給
与
所
得
者
の
扶

養
控
除
等
申
告
書
」
を
提
出
し
て
、

そ
の
年
に
納
め
る
べ
き
税
額
の
過
不

足
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
部

分
の
給
与
所
得
者
の
方
は
、
一
年
間

の
所
得
税
の
納
税
が
完
了
し
て
確
定

申
告
を
す
る
必
要
が
な
く
な
る
の
で

す
。

確
定
申
告
が
必
要
にな

る
方
と
は

次
に
該
当
す
る
方
は
、
来
年
の
確

定
申
告
期
間
中
に
確
定
申
告
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
本
年
中
の
給
与
総
額
が
２
０
０
０

万
円
を
超
え
る
方

②
本
年
の
中
途
で
退
職
し
再
就
職
し

て
い
な
い
方

③
二
ケ
所
以
上
か
ら
の
給
与
所
得
者
　

（
転
職
後
、
前
職
合
算
し
て
年
末

調
整
済
み
の
者
は
除
く
）

④
給
与
所
得
以
外
に
20
万
円
以
上
の

所
得
が
あ
る
方

⑤
そ
の
年
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン

で
取
得
し
た
と
き

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）

⑥
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

（
医
療
費
控
除
）

⑦
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き

（
雑
損
控
除
）

※
③
〜
⑦
に
つ
い
て
は
年
末
調
整
し

て
も
確
定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
⑤
〜
⑦
の
場
合
は
確
定

申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

給
与
の
支
払
者
（
事
業
主
）
は
、

支
払
を
受
け
る
人
（
受
給
者
）
の
居

住
す
る
市
町
村
に
、
一
年
間
支
払
っ

た
給
与
等
の
明
細
（
給
与
支
払
報
告

書
）
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
給
与
支
払
報
告
書
は
、
住
民

税
の
課
税
や
諸
証
明
発
行
の
資
料
と

な
る
も
の
で
す
か
ら
、
事
業
主
は
す

べ
て
の
受
給
者
（
退
職
者
も
含
む
）

に
つ
い
て
作
成
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

提
出
期
限

平
成
16
年
２
月
２
日
（
月
）

提
出
先

受
給
者
が
平
成
16
年
１
月
１
日
現

在
に
居
住
す
る
市
町
村
（
原
則
と
し

て
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
）

給
与
支
払
報
告
書
記
入
上
の
注
意

①
受
給
者
の
平
成
16
年
１
月
１
日
現

●
在
の
住
所
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

②
受
給
者
の
氏
名
に
は
、
正
確
な
フ

リ
ガ
ナ
を
つ
け
て
下
さ
い
。

③
受
給
者
の
生
年
月
日
は
忘
れ
ず

●
に
。

④
摘
要
欄
に
は
、
定
率
控
除
額
を
記
　

入
す
る
と
と
も
に
必
ず
扶
養
親
族

の
氏
名
と
続
柄
を
記
入
し
、
前
職

が
あ
る
場
合
は
、
合
算
処
理
に
つ

い
て
も
記
載
を
し
て
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
室
市
民
税
係

（

内
線
１
５
２
〜
１
５
４
）

年
末
調
整
と
は
、
一
年
間
の
給
与
に
対

す
る
源
泉
徴
収
税
額
の
過
不
足
額
の
精
算

で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
皆
さ
ん

12
月
は
年
末
調
整
の
時
期
で
す

平
成
15
年
分
所
得
の
申
告
か
ら
農
業
経
費
標
準
が
廃
止
さ
れ
、
全
て

収
支
計
算
に
な
り
ま
す
。

「
水
稲
」
や
「
野
菜
」「
果
樹
」
な
ど
、
農
業
を
営
ん
で
い
る
方
は
、
農

業
に
関
す
る
収
入
や
支
出
の
書
類
（
領
収
書
な
ど
）
を
整
理
し
て
収
支

計
算
（
実
際
の
収
入
支
出
金
額
）
に
よ
り
平
成
15
年
中
の
農
業
所
得
を

算
出
し
て
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
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時間外保育の充実を図ります

→

従
事
証
明
書

（
用
紙
は
福
祉
室
に
あ
り
ま
す
）

＊
他
市
町
村
か
ら
の
転
入
者

（
平
成
15
年
１
月
１
日
以
降
）

→
前
記
の
書
類
以
外
に
前
住
地

で
の
「
平
成
15
年
度
住
民
税
課

税
証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

ま
た
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
り
、

他
の
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

市
内
９
ケ
所
の
保
育
園
で
は
「
21
世
紀
を
担
う
子
供
た
ち
が
生
き
生
き

と
遊
び
、
健
康
で
明
る
く
、
正
し
く
行
動
し
、
広
い
知
識
と
創
造
力
を
養

う
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
保
育
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
16
年
４
月
か
ら
入
園
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん
（
現
在
入
園
中
で
４

月
以
降
も
引
き
続
き
入
園
を
希
望
す
る
子
ど
も
は
除
く
）
の
入
園
申
込
受

付
を
行
い
ま
す
の
で
希
望
者
は
次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
要
領
◆

入
園
希
望
の
方
は
、
各
保
育
園

又
は
福
祉
室
に
備
え
付
け
の
「
入

園
申
込
書
」
に
よ
り
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
１
月
６
日
（
火
）

よ
り
配
布
）

★
入
園
の
条
件

保
護
者
が
、
就
労
・
疾
病
等
の

理
由
に
よ
り
、
日
常
子
ど
も
の
保

育
が
で
き
な
い
家
庭
で
あ
る
こ

と
。

★
入
園
申
込
書
及
び
添
付
書
類

入
園
（
在
園
児
を
除
く
）
す
る

子
ど
も
一
人
毎
の
入
園
申
込
書
を

作
成
し
、
次
の
書
類
を
必
ず
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
会
社
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
方

（
パ
ー
ト
勤
務
を
含
む
）

→

源
泉
徴
収
票

（
平
成
15
年
分
）

＊
自
営
業
の
方

→

確
定
申
告
書
の
写
し

（
平
成
15
年
分
）

※
申
告
後
に
提
出
し
て
下
さ

い
。

＊
内
職
等
の
方

→

在
職
・
内
職
委
託
証
明
書

（
用
紙
は
福
祉
室
に
あ
り
ま
す
）

＊
農
業
の
方 平

成
16
年
度
保
育
園
入
園
児
募
集

保 育 園 の 概 要
園　名

韮崎西保育園

韮崎東保育園

穂坂保育園

藤井保育園

中田保育園

穴山保育園

円野保育園

旭保育園

竜岡保育園

住　所

本町1-17-10

富士見2-14-31

穂坂町宮久保6115

藤井町坂井119

中田町中条696-1

穴山町4462-2

円野町下円井1239-1

旭町上条北割3904

竜岡町下条東割780

電　話

22-0118

22-2615

22-6088

22-6087

25-5723

25-5116

27-2118

22-1841

22-2164

保育時間

8:30～16:30

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

予定
定員

120

90

40

120

60

40

45

90

105

時間外保育

7:30～19:00

7:30～19:00

－

7:30～19:00

8:00～17:30

－

8:00～17:30

7:30～18:00

7:30～18:00

特別保育

乳児、障害児保育

乳児、障害児保育

障害児保育

乳児、障害児保育
静心寮交流保育
子育て支援センター

障害児保育
乳児、障害児保育
穴山の里交流保育
一時保育

障害児保育
穴山の里交流保育
乳児、障害児保育
あけぼの交流保育

乳児、障害児保育

※申込みの状況により、希望する保育園に入園できない場合がありますのでご了承ください。
ホームページアドレス　http://www.city.nirasaki.yamanashi.jp/kids/index.html

◆
申
込
受
付
◆

各
保
育
園
で
受
付
け
ま
す
。

１
月
21
日
（
水
）（
午
前
）
穂
坂
・
藤
井

１
月
21
日
（
水
）（
午
後
）
中
田
・
穴
山
・
円
野

１
月
23
日
（
金
）（
午
前
）
旭
・
竜
岡

１
月
21
日
（
水
）（
午
後
）
韮
崎
西
・
韮
崎
東

※
受
付
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
11
時
迄
、
午
後
１
時
30
分
か

●
ら
３
時
迄
で
す
。
な
お
、
指
定
日
に
来
ら
れ
な
い
方
は
、
１

●
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
各
保
育
園
も
し
く
は
福
祉
室
へ
お
申

●
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
広
域
保
育
（
勤
務
の
都
合
等
で
市
外
の
保
育
園
へ
の
入
園
）

●
を
希
望
す
る
方
は
、
福
祉
室
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
室
児
童
福
祉
係
（

内
線
１
３
２
・
1
3
3
）

入園年齢

6ヶ月以上

6ヶ月以上

3才

6ヶ月以上

3才

6ヶ月以上

3才

6ヶ月以上

6ヶ月以上
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排
水
設
備
工
事
資
金
の
融
資

あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す

１
融
資
あ
っ
せ
ん
額

排
水
設
備
工
事
資
金
１
０
０
万

円
以
内

２
利
子
補
給

市
が
３
%
以
内
の
利
子
補
給

３
償
還
方
法

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以

内
、
毎
月
元
金
均
等
償
還

４
融
資
あ
っ
せ
ん
条
件

処
理
区
域
内
に
居
住
し
て
い
る

こ
と
、
市
税
及
び
受
益
者
負
担

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

会
社
勤
め
の
と
き
は
、
会
社
が
事
務
手
続
き
を
や

っ
て
く
れ
ま
す
が
、
国
保
は
全
部
自
分
で
手
続
き
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
面
倒
で
す
が
、

14
日
以
内
に
国
保
の
窓
口
へ
必
ず
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

あ
な
た
の
家
の
耐
震
診
断

を
し
て
み
ま
せ
ん
か

韮
崎
市
は
、
東
海
地
震
の
地
震
防
災
対
策
強
化
地

域
等
に
指
定
さ
れ
、
古
い
木
造
住
宅
は
倒
壊
す
る
危

険
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
居
住
す
る

住
宅
の
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅

の
耐
震
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
耐

震
化
へ
の
促
進
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

耐
震
診
断
が
で
き
る
住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日

●
以
前
に
着
工
し
た
木

●
造
在
来
工
法
の
住
宅

●
（
注
意
）
プ
レ
ハ
ブ

●
工
法
・
ツ
ー
バ
イ

●
フ
ォ
ー
工
法
等
は
除
き

●
ま
す
。

②
階
数
は
２
階
以
下
で
延
床
面
積
３
０
０
㎡
以
下
の

●
住
宅

③
長
屋
及
び
共
同
住
宅
以
外
の
個
人
所
有
の
住
宅

●
（
併
用
は
過
半
が
住
宅
）

申
請
受
付
期
間

12
月
25
日
ま
で
（
平
成
16
・
17
年
度
に
も
行
い
ま
す
。）

募
集
数

50
件
（
先
着
順
）

診
断
費
用

申
請
者
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

耐
震
診
断
者

市
が
委
託
し
た
診
断
者
が
行
い
ま
す
。

診
断
（
調
査
）
内
容
等

診
断
者
が
実
際
に
住
宅
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
外

●
観
等
の
目
視
調
査
・
聞
き
取
り
調
査
等
半
日
程
度

●
の
調
査
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
・
申
請
書
等
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
室
建
築
営
繕
係
（
内
線
２
６
７
・
２
６
８
）

12
月
よ
り
下
水
道
の
使
用
で
き
る
地
域
が
広
が
り
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
室
（
内
線
４
２
２
）

藤
井
町
駒
井
の
一
部
の
地
区
の
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
工
事
中
は
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
水
道
の
切
り
替
え
は
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。
市
の
下
水
道
が
完
了
し
、
供

用
開
始
と
な
っ
た
地
域
に
は
、
三
つ
の
義

務
が
生
じ
ま
す
。

１
排
水
設
備
の
設
置
義
務

（
下
水
道
法
第
十
条
第
一
項
）

供
用
開
始
区
域
内
に
土
地
や
建
物
を
所

有
す
る
方
は
、
速
や
か
に
排
水
設
備
を
設

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

２
水
洗
便
所
へ
の
改
造
義
務

（
下
水
道
法
第
十
一
条
第
三
項
）

供
用
開
始
区
域
内
に
、
汲
み
取
り
式
便

所
の
あ
る
建
物
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

供
用
開
始
の
告
示
の
日
か
ら
三
年
以
内
に

そ
の
便
所
を
水
洗
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

３
新
築
、
改
造
さ
れ
る
方
の
義
務

（
建
築
基
準
法
三
十
一
条
）

供
用
開
始
区
域
内
で
今
後
家
を
新
築
増

改
築
さ
れ
る
方
は
、
設
置
す
る
便
所
を
水

洗
便
所
に
し
な
い
と
建
築
基
準
法
に
よ
る

確
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

排
水
設
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
市
の
下

水
道
工
事
指
定
店
に
よ
り
随
時
施
工
す
る

事
が
で
き
ま
す
。
お
早
め
に
工
事
指
定
店

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
市
へ
の
事
務
手

続
き
も
代
行
し
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
を
お
早
め
に

国
保
に
入
る
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

・
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

・
子
供
が
生
ま
れ
た
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
は
じ
め
た
と
き

・
死
亡
し
た
と
き

他
の
市
町
村
に
引
越
し
す
る
と
き
は
・
・
・

国
保
は
市
町
村
ご
と
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
脱
退
と
加
入
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

Ａ
市
（
脱
退
）→

Ｂ
町
（
加
入
）

届
け
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・

国
保
に
入
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と
加
入
し
た
月
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

国
保
を
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と

届
け
出
が
あ
る
ま
で
保
険
税
が
か
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
納
め
す
ぎ
の
保
険
税
は
後
で
お
返
し
し
ま
す
。

国
保
の
資
格
が
な
い
の
に
国
保
で
医
療
を
受
け
た

場
合
、
国
保
が
負
担
し
た
分
を
返
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
室
国
保
医
療
係

（
内
線
１
１
６
・
１
１
７
）

忘
れ
ず
に
国
保
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

共用開始地域

北東児童センター
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ご
み
を
燃
や
す
の
は
や
め
て
！

野
外
で
の
ご
み
の
焼
却
（
野
焼
き
）
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
だ
に
庭
先
や
河
川
敷
き
な
ど
で
、
家
庭
ご
み
を
ド
ラ
ム
缶
の
輪
切

り
や
一
斗
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
・
穴
掘
り
等
に
よ
り
焼
却
し
て
い
る
の
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
家
庭
で
ビ
ニ
ー
ル
系
の
ご
み
を
燃
や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
等
の
有
害
物
質
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
絶
対
に
燃
や
さ
な
い
で
下
さ
い
。

違
法
な
野
焼
き
は
、
罰
則
や
懲
役
に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
き
ち
ん
と
分
別
し
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

★例外となっているものについても、むやみに焼却し
★てもよいという訳ではありません。安易に焼却せず
★に、生活環境を第一に考えて焼却以外に適切な処理
★方法を考えましょう。

こ
う
い
う
物
で
ご

み
を
燃
や
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

一斗缶による焼却

石・ブロック等による焼却

ドラム缶による焼却

大
掃
除
な
ど
で
大
量
の
ご
み
が
出
た
場
合
は
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
出
さ
な
い
で
分
別
さ
れ
た
も
の
を

直
接
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
運
ん
で
、
処
理
（
有
料
）

し
て
く
だ
さ
い
。

計
画
を
立
て
、
早
め
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い

し
ま
す
。
又
、
12
月
27
日(

土)

の
自
己
搬
入
の
日
（
無

料
）
は
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
午
前
11
時

に
な
り
ま
し
た
ら
受
付
を
終
了
し
ま
す
の
で
、
時
間
厳

守
で
お
願
い
し
ま
す
。

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
「
ご
み
」（
セ
ン
タ
ー
で

処
理
が
可
能
な
廃
棄
物
）
に
限
り
ま
す
。

商
店
や
事
業
系
の
ご
み
は
搬
入
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

趣
旨
を
ご
理
解
の
上
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

峡北広域環境衛生センター操業日程

12月23日（祝）
午前8：30～午後 3：00（有料）

12月27日（土）
午前9：00～午前11：00 自己搬入の日（無料）

12月29日（月）
午前8：30～午後３：00 （有料）

12月30日（火）
午前8：30～午前11：00まで（時間厳守）（有料）
1 月 5 日（月）
午前8：30～午後３：00 平常操業（有料）

※有料の場合は、17円/kg+消費税がかかります。
問い合わせ 峡北広域環境衛生センター　22-3437

★
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
は
、
決
め
ら
れ
た
排
出
日
お

よ
び
時
間
以
外
に
は
、
絶
対
に
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
必
ず
指
定
袋
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
、
そ
の
他
の
袋
や
箱
類

で
の
排
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
安
全
な
処
理
並
び
に
モ
ラ
ル

向
上
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
減
量
」
の
推
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。
隣
近
所
お
よ
び
地
域
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み
を
、

今
後
更
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
買
い
物
の
際
に
は
『
マ
イ
バ
ッ
ク
』
を
お
待
ち
下

さ
い
。○月▲日　「ちょっと、ちょっと、この水の臭い

を嗅いでみてくださいよ！」
市内某地区の住民の方が、近所の水路の水を容器
に入れて持参された。
くん、くん、担当が嗅いでみると確かに怪しい臭
いがするぞ～！。後日その水路から水をくみ検査
機関へ・・・（現在調査中）
「このくらいなら大丈夫、自然に浄化されるか

ら大丈夫だよ」と考え、犬のフンや倉庫からでて
きた古い薬品・農薬・医療用に用いる薬品等を、
水路や河川に捨てている方！薬品や農薬は、浄化
されずそのまま流れていき、下流の方の生活環境
を破壊していきます。絶対におやめください！ま
た、動物のフンも不衛生になりますので、おやめ
ください！

環境事件簿

年
末
・
年
始
の
操
業
に
つ
い
て

お
ね
が
い
！
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ゴミの減量化にご協力をお願いします。

武
田
氏
の
築
城
技
術
、
今
、
明
ら

か
に
な
る
！

平
成
10
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新

府
城
の
発
掘
調
査
も
６
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
毎
年
貴
重
な
発
見
の

あ
る
新
府
城
で
す
が
、
今
回
は

搦
手
か
ら
め
て

か
ら
城
内
に
入
っ
た
空
間
で

調
査
を
行
っ
て
お
り
、
空
堀
を
ま

た
い
で
木
橋
の
掛
け
ら
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
張
り
出
し
部
分
に
お

い
て
、
当
時
の
土
木
技
術
の
様
子

を
物
語
る
造
成
構
造
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
戦
国
の
雄
武
田
氏

の
城
づ
く
り
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
の
か
、
実
際
に
現
場
に

来
て
、
地
表
面
か
ら
は
わ
か
ら
な

い
お
城
の
姿
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し

ょ
う
。

日
　
　
時

・
12
月
13
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

・
12
月
14
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

集
合
場
所

新
府
城
跡
　
駐
車
場

※
歩
き
や
す
い
格
好
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

内
　
　
　
容

初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
入
門

●
講
座

Ａ
コ
ー
ス

平
成
16
年
１
月

14
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
９
時

15
日
（
木
）
午
後
７
時
〜
９
時

平
成
15
年
12
月
１
日
よ
り
有
料

道
路
に
お
け
る
障
害
者
割
引
制
度

が
改
正
し
ま
す
。

今
ま
で
交
付
し
て
い
ま
し
た
割

引
証
と
手
帳
で
の
通
行
は
平
成
16

年
５
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
の

で
、
平
成
15
年
12
月
１
日
か
ら
す

べ
て
の
方
が
新
規
に
手
続
き
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
E
T
C

車
を
含
む
）

手
続
き
に
必
要
な
物

・
障
害
者
手
帳
（
身
体
・
療
育
）

・
自
動
車
検
査
証

・
運
転
免
許
証

・
お
手
持
ち
の
割
引
証

親
子
ス
キ
ー
教
室

開
催
日

１
月
25
日（
日
）・
２
月
15
日（
日
）

参
加
資
格

市
内
在
住
の
親
子

（
必
ず
保
護
者
が
同
伴
す
る
こ
と
）

定
　
　
員

親
子
25
組
（
50
名
）

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

参
加
料

一
人
（
１
日
）
２
０
０
０
円

（
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は

無
料
）
指
導
料
・
バ
ス
・
昼
食
・

休
憩
料
込
み
。
用
具
レ
ン
タ
ル
は

別
途

場
　
　
所

大
泉
・
清
里
ス
キ
ー
場

指
導
者

韮
崎
市
ス
キ
ー
連
盟

申
込
期
限

両
日
と
も
に
２
週
間
前
ま
で

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日

●
参
加
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

障
害
者
有
料
道
路
割
引
制

度
の
改
正
に
つ
い
て

福
祉
室
障
害
者
福
祉
保
護
係

内
線
（
１
３
４
・
１
３
５
）

ス
キ
ー
教
室
開
催

市
営
総
合
運
動
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
工
事

市
営
体
育
館
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
）

22
・
０
４
９
８

親
子
で
楽
し
め
る
映
画
を
上
映

し
ま
す
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
み

ん
な
で
楽
し
め
ま
す
。
友
だ
ち
、

や
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、
お
じ
い

ク
リ
ス
マ
ス
親
子
映
画
会

生
涯
学
習
推
進
室
社
会
教
育
係

内
線
（
２
２
２
・
２
２
３
）

史
跡
新
府
城
跡
発
掘
調
査

現
場
見
学
会

生
涯
学
習
推
進
室

（
内
線
２
２
４
）

韮
崎
市
遺
跡
整
理
室

23
・
１
５
８
３

は
じ
め
よ
う
パ
ソ
コ
ン
！

生
涯
学
習
推
進
室
社
会
教
育
係

内
線
（
２
２
３
）

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
み
ん
な

さ
そ
っ
て
お
出
か
け
下
さ
い
。

（
入
場
無
料
・
申
込
み
不
要
・
席

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。）

日
　
　
時

12
月
20
日
（
土
）

上
映
時
間

午
前
10
時
〜
11
時
50
分

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
20
分

（
午
前
・
午
後
と
も
同
じ
内
容
）

場
　
　
所

市
民
会
館
５
階
大
ホ
ー
ル

上
映
内
容

「
字
の
な
い
は
が
き
」

（
向
田
邦
子
原
作
）

「
リ
ロ
ア
ン
ド
ス
テ
ィ
ッ
チ
」

主
　
　
催

市
教
育
委
員
会
・
市
中
央
公
民
館

Ｂ
コ
ー
ス

平
成
16
年
１
月

21
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
９
時

22
日
（
木
）
午
後
７
時
〜
９
時

場
　
　
　
所

韮
崎
市
民
会
館
３
階
Ｉ
Ｔ
講
習
室

対
　
　
　
象

は
じ
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
ふ
れ
る
方

定
員
　
各
コ
ー
ス
19
名

費
用
　

テ
キ
ス
ト
代
１
、
２
３
９
円
（
実
費
）

申
込
み
締
切

12
月
22
日
（
月
）

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

開
催
日

１
月
24
日（
土
）・
25
日（
日
）

２
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）

３
月
13
日（
土
）・
14
日（
日
）

参
加
資
格

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
の
み

場
　
　
所

大
泉
・
清
里
ス
キ
ー
場

申
込
期
限

開
催
日
１
週
間
前
ま
で

そ
の
他

参
加
費
無
料
（
交
通
費
・
昼

食
・
レ
ン
タ
ル
料
・
リ
フ
ト
代
な

ど
個
人
負
担
）

申
込
み
先

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
社
会
体
育
係
　

22
・
０
４
９
８
　

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　

21
・
２
２
５
５

全
天
候
型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
の
で
平
成
16

年
１
月
４
日
〜
２
月
29
日
は
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

ご
了
承
下
さ
い
。



－13－

厚
生
労
働
省
で
は
、
地
域
に
貢

献
す
る
事
業
を
行
う
法
人
を
設
立

し
、
非
自
発
的
離
職
者
を
雇
い
入

れ
た
場
合
に
、「
地
域
雇
用
受
皿

事
業
特
別
奨
励
金
」
の
支
給
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
今
般
、
創
業
時

に
お
け
る
労
働
者
の
雇
用
状
況
を

踏
ま
え
、
本
奨
励
金
を
活
用
し
た

雇
用
創
出
を
よ
り
確
実
な
も
の
と

す
る
た
め
、
雇
入
れ
要
件
の
一
部

を
緩
和
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
非
自
発
的
離
職
者
を

常
用
労
働
者
と
し
て
３
人
以
上
雇

入
れ
る
こ
と
と
し
て
き
た
支
給
要

件
を
緩
和
し
、
常
用
労
働
者
又
は

短
時
間
労
働
者
を
合
わ
せ
て
３
人

以
上
（
う
ち
１
人
は
常
用
労
働
者
）

雇
い
入
れ
る
場
合
も
支
給
対
象
と

し
て
、
常
用
労
働
者
１
人
当
た
り

30
万
円
（
短
時
間
労
働
者
は
15
万

円
）
を
支
給
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、（
財
）
産
業
雇
用
安

定
セ
ン
タ
ー
山
梨
事
務
所
（

０

５
５-

２
２
１-

８
１
７
０
）
又
は
、

山
梨
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対

策
課
（

０
５
５-

２
３
１-

８
６

１
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別
奨
励
金
」

支
給
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て

各種税金の支払いは、便利な口座振替で！詳しくは税務室まで（内線155・156）

点
字
を
全
く
知
ら
な
い
方
を
対

象
に
、
テ
キ
ス
ト
に
そ
っ
て
点
字

を
打
っ
て
い
た
だ
き
、
郵
送
さ
れ

た
も
の
を
添
削
し
て
送
り
返
す
方

式
で
、
点
字
を
マ
ス
タ
ー
す
る
と

こ
ろ
ま
で
ご
指
導
し
ま
す
。

期
　
間

教
材
が
届
い
て
か
ら
１
年
間

（
期
間
中
何
回
で
も
添
削
を
受

●
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
郵
送

●
料
無
料
）

費
　
用

１
２
、
８
０
０
円

（
点
字
指
導
料
、
点
訳
テ
キ
ス

●
ト
、
点
字
練
習
器
、
点
字
用
紙
、

●
補
助
教
材
、
及
び
教
材
送
料
含

●
む
）

誰
で
も
参
加
で
き
る
点
字

通
信
講
座

市
川
点
字
図
書
館

０
３-

５
４
３
９-

６
７
７
２

親
子
で
い
っ
し
ょ
に
人
形
劇
や

手
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

平
成
16
年
１
月
14
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
　
所

韮
崎
市
民
会
館
４
階
大
会
議
室

内
　
容

「
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
」

「
手
遊
び
い
ろ
い
ろ
」

出
　
演

“
ぽ
ら
ん
”
の
み
な
さ
ん

子
育
て
サ
ロ
ン
“銀
河
鉄
道
”

《
親
子
ふ
れ
あ
い
人
形
劇
》

市
中
央
公
民
館
子
育
て
サ
ロ
ン

“銀
河
鉄
道
事
務
局
”22

・
１
１
２
１

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
Ⅱ
期
と

Ⅲ
期
が
本
年
度
よ
り
個
別
接
種
に

な
り
ま
し
た
が
、
未
接
種
の
方
が

多
い
よ
う
で
す
。
市
内
の
各
小
・

中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校

を
通
じ
て
小
学
４
年
生
・
中
学
３

年
生
を
対
象
に
予
診
票
等
を
配
布

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
指
定

医
療
機
関
で
お
子
さ
ん
の
体
調
の

よ
い
と
き
に
接
種
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
市
外
の
小
・
中
学
校
に

通
学
さ
れ
て
い
る
方
は
、
恐
れ
入

り
ま
す
が
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

※
予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

●
再
発
行
で
き
ま
す
の
で
御
連
絡

●
く
だ
さ
い
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
予
防
係

23
・
４
３
１
０

肺
が
ん
は
、
男
性
の
が
ん
第
一

位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
肺
の
入
り

口
付
近
は
X
線
写
真
に
写
り
に
く

い
の
で
、
肺
の
入
り
口
に
近
い
と

こ
ろ
に
で
き
た
「
が
ん
」
の
発
見

に
は
、
喀
痰
細
胞
診
検
査
が
有
効

で
す
。

肺
が
ん
は
、
咳
や
血
痰
以
外
の

ほ
か
の
症
状
が
み
ら
れ
た
時
に
は

病
状
が
進
行
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
症
状
が
な
く
て
も

年
１
回
は
検
査
を
受
け
て
、
な
る

べ
く
早
く
発
見
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

実
施
場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
市
立
病
院
北
側
）

受
付
日

12
月
５
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
　
　

韮
崎
・
穂
坂
・
藤
井
・
中
田
・

穴
山
地
区
の
方

12
月
８
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
　

円
野
・
清
哲
・
神
山
・
大
草
・

竜
岡
・
旭
地
区
の
方

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
診
の
お
勧
め

・
咳
や
痰
が
出
や
す
い
方

・
血
の
混
じ
っ
た
痰
が
出
る
方

・
１
日
の
タ
バ
コ
の
本
数
×
喫
煙

年
数
が
５
０
０
以
上
の
方

※
過
去
に
喫
煙
し
て
い
た
方
も
含

肺
疾
患
（
喀
た
ん
）
検
診

の
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
予
防
係

23
・
４
３
１
０

12
月
17
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
ま
で
、
ダ
イ
タ
ビ
ル
３

階
　
甲
府
パ
ー
ト
バ
ン
ク
（
甲
府

市
丸
の
内
２
の
14
の
13
）
で
パ
ー

ト
タ
イ
ム
個
別
労
働
相
談
を
開
き

ま
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
い
て

い
る
方
や
、
こ
れ
か
ら
働
き
た
い

方
を
対
象
に
、
働
く
上
で
知
っ
て

お
き
た
い
制
度
（
法
律
・
社
会
保

険
・
年
金
・
税
金
な
ど
）
に
つ
い

て
。 パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
相
談

（
財
）
二
十
一
世
紀
職
業
財
団
山
梨
事
務
所

０
５
５-

２
３
６-

５
２
７
１

申
込
み

随
時
。
ハ
ガ
キ
に
「
通
信
講
座
希

●
望
」
と
書
い
て
、
次
の
住
所
宛
に

●
お
申
し
込
み
下
さ
い
。（
FAX
可
）

〒
１
０
８-

０
０
１
４
　

東
京
都
港
区
芝
４-

７-

６

尾
家
ビ
ル
１
Ｆ
　

主
　
催

市
川
点
字
図
書
館

※
こ
の
講
座
は
仕
事
に
は
つ
な
が

●
り
ま
せ
ん
。

●
み
ま
す
。

検
査
方
法

で
き
る
だ
け
早
朝
に
、「
た
ん
」

を
３
日
間
続
け
て
採
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。（「
つ
ば
」
で
は
肺
の
検

査
は
で
き
ま
せ
ん
）

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
「
た
ん
」

の
中
の
細
胞
か
ら
、
が
ん
細
胞
の

有
無
を
検
査
し
ま
す
。

負
担
金

８
０
０
円

（
70
歳
以
上
の
方
は
無
料
）

地
域
別

産
業
別

山梨県最低賃金
（産業別最低賃金の適用を受ける労働者を
除く全ての労働者に適用されます）

電気機械器具、情報通信機械器
具、電子部品・デバイス製造業

自動車・同付属品製造業

647円 14.10.01

最低賃金件名 1時間 摘要年月日

753円 15.12.01

759円 15.12.01

山梨県の最低賃金
●問い合わせ　山梨労働賃金室 055-252-4859



講
　
　
演

「
第
６
回
日
本
列
島
縦
断
講
演

●
会
　
静
岡
・
山
梨
講
演
会
〜
引

●
き
こ
も
り
体
験
を
生
か
す
再
出
発
」

開
催
日
時

12
月
14
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
４
時
　

場
　
　
所

甲
府
「
ホ
テ
ル
紫
玉
苑
」

参
加
対
象
者

引
き
こ
も
り
や
不
登
校
の
子
を

●
持
つ
親
お
よ
び
、
教
育
関
係
・

●
相
談
機
関
の
関
係
者

参
加
費

２
０
０
０
円
（
要
予
約
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.new
-start-jp.org/

消
費
税
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
平
成
16
年
４
月
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。
主
な
改
正
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

①
事
業
者
免
税
点
が
引
き
下

●
げ
ら
れ
ま
す
。

納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
る
基
準

期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
の
上

限
が
、
現
行
の
３
０
０
０
万
円
か

ら
１
０
０
０
万
円
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

②
簡
易
課
税
制
度
の
適
用

●
上
限
が
引
き
下
げ
ら
れ

●
ま
す
。

簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
基
準
期
間
に
お
け
る

課
税
売
上
高
の
上
限
が
、
現
行
の

２
億
円
か
ら
５
０
０
０
万
円
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

③
総
額
表
示
が
義
務
づ
け

●
ら
れ
ま
す
。

課
税
事
業
者
が
取
引
の
相
手
方

で
あ
る
消
費
者
に
対
し
て
、
値
札

や
チ
ラ
シ
あ
る
い
は
カ
タ
ロ
グ
な

ど
に
よ
っ
て
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
価
格
を
あ
ら
か
じ
め
表
示
す
る

場
合
に
は
、
消
費
税
額
（
地
方
消

費
税
額
を
含
み
ま
す
）
を
含
め
た

支
払
総
額
の
表
示
を
行
う
事
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

基
準
期
間
と
は
、
個
人
事
業
者
に

つ
い
て
は
そ
の
年
の
前
々
年
を
い

い
、
法
人
に
つ
い
て
は
そ
の
事
業

年
度
の
前
々
事
業
年
度
を
い
い
ま

す
。

課
税
売
上
高
と
は
、
消
費
税
が
課

税
さ
れ
る
取
引
の
売
上
金
額
（
消

費
税
等
の
額
を
除
く
）
と
輸
出
取

引
等
の
免
税
売
上
額
の
合
計
額
か

ら
、
こ
れ
ら
の
売
上
に
売
上
返
品
、

売
上
値
引
や
売
上
割
戻
し
等
に
係

る
金
額
（
消
費
税
等
の
額
を
除
く
）

の
合
計
額
を
控
除
し
た
残
額
を
い

い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
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引
き
こ
も
り
体
験
を
生
か

す
再
出
発

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
ト
事
務
局

０
４
７-
３
５
２-

７
３
９
８

消
費
税
が
変
わ
り
ま
す
！

韮崎市ホームページアドレス　http://www.city.nirasaki.yamanashi.jp/

■エンリケ・クッティーニ楽団「タンゴ・エモーションJAPAN TOUR2003」
◆12月3日（水）ＰＭ7:00開演◆大ホール・全席指定
◆一般4,500円　会員4,000円　団体3,500円（10名以上）チケット発売中　
※未就学児の入場はご遠慮下さい。
ブエノスアイレスに漂う、酒の匂いと、煙草のけむり・・・。コンサートは

●おなじみの曲を中心に構成、場内はいつしかブエノスアイレス・タンゴクラ
●ブ。バンドネオンのもの悲しい旋律にダンスが絡み、深い哀愁を演出。一緒
●に歌う、楽しむ、こんなタンゴ・エモーションのステージをのぞいてみませ
●んか？
■第９回武田の里音楽祭「みんなで歌おう世界の音楽

う た
を」

◆12月23日（火・祝）PM2:30開演　大ホール・全席自由　
◆チケット500円　当館で発売中　
Ｎ響団友オーケストラをバックに地域の合唱団（武田の里音楽祭合唱団）が歌う住民参加型の事業です。
■リュート＆チェンバロ　クリスマスコンサート《ステージと客席で一緒に祝うクリスマスの夜》
◆12月25日（木）PM7:00開演　小ホール・全席自由
◆一般前売2,000円　一般当日券2,500円　学生（高校生以下）500円　チケット発売中　
リュートとチェンバロの繊細な響き、そしてバロック音楽のお話と楽器の解説で特別なクリスマスの夜を
お過ごし下さい。ご来場の方の中から抽選で１名様にルネッサンスギターをプレゼントします
◆共催：山下弦楽器工房
●年末年始の休館日　12月28日～1月7日　※12月28・1月4、6、7日窓口業務は行います。
●お問い合わせ　20-1155 韮崎市文化ホール（月曜休館） 詳しくはホームページで　http://www.nirasaki.net

韮崎市文化ホール・チケット情報

最
近
「
下
水
排
水
管
の
清
掃
」

と
称
し
て
訪
問
し
、
工
事
契
約
を

強
引
に
迫
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

下
水
排
水
管
の
清
掃
を
し
て
も

ら
っ
た
ら
「
カ
ビ
が
生
え
て
い
て

今
す
ぐ
工
事
を
し
な
い
と
大
変
」

と
言
わ
れ
、
断
り
切
れ
ず
に
工
事

の
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
な
ど
の

事
例
や
「
市
の
依
頼
で
来
た
」
と

役
所
と
の
関
係
を
に
お
わ
せ
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
排
水
管
の
清
掃
は
一

切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

下
水
排
水
管
清
掃
の
ト
ラ

ブ
ル
に
ご
注
意
を
!!

下
水
道
室
下
水
道
普
及
係

内
線
（
４
２
２
）

下
さ
い
。

下
水
道
が
詰
ま
っ
て
お
困
り
の

時
は
、
市
役
所
下
水
道
室
か
排
水

設
備
の
工
事
を
行
っ
た
指
定
店
に

ご
連
絡
下
さ
い
。

な
お
、
下
水
道
に
汚
水
以
外
の

物
は
、
絶
対
に
流
さ
な
い
で
下
さ

い
。
ま
た
、
敷
地
内
の
汚
水
管
は
、

時
々
点
検
し
て
下
さ
い
。

平
成
16
年
度
も
高
等
学
校
、
福

祉
教
育
と
も
に
広
く
生
徒
の
募
集

を
行
い
ま
す
。
年
齢
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
課
程
、
講
座
に
つ
い
て

お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

案
内
所
・
願
書
の
請
求
等

〒
１
８
６-

８
０
０
１

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２-
36

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

０
４
２-

５
７
２-

３
１
５
１

http://w
w
w
.nhk-gaku.ac.jp/n-gaku

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信
制
・
学
生
募
集

武田の里音楽祭
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みんなの広場に、サークルやいろいろな活動など、紹介したいものをおよせ下さい。写真に紹介文を添え
て送って下さい。また、俳句、川柳などの作品も募集しています。

福祉の日バザーご協力
ありがとうございました

福祉の日実行委員会
より市民のみなさまに
お礼申し上げます。
みなさまのご協力に

より3,423点の品物（遊
休品）が集まりました。
当日の売上金583,950円
は、福祉基金に積み立
てさせていただきます。
ご協力ありがとうござ
いました。

国体レスリング入賞（韮工高）
10月25日～30日に静岡県で開催された、第58回静岡わかふじ国体に、韮崎工

業高校レスリング部から6名の選手が出場し、2名が表彰台に上がりました。
倉谷修平
くらやしゅうへい

君（韮崎東中出身）がグレコローマン69kg級決勝で、延長戦末惜しく
も敗れ2位入賞、米満達弘

よねみつたつひろ

君（吉田中出身）が63kg準決勝で、優勝者と対戦し2
対4と僅差で敗れたものの、3位入賞と健闘しました。優勝こそ逃したもののと
もに2年生であり、大きな自信につながったと共に、来年には必ず優勝すると誓
っていました。

全国ではチビッコレスリングが結構盛んに行われています。
レスリング部顧問の文田先生は、韮崎スポーツクラブでも小・中学生（男女）を対象
にレスリングを指導しています。小さな子供のバランスのとれた運動感覚づくりとし
て大いに役立つようです。興味ある方は一度のぞいてみてはいかがでしょう。

「第55回人権週間」

12月10日は「人権デー」です。
法務省と全国人権擁護委

員連合会では、本年も12月４
日から10日までの1週間を
「人権週間」と定め、住民の
皆様に人権思想の普及高揚
を呼びかけています。
お互いの人権を尊重して明
るい社会をつくりましょう。

月　日 指定業者名 電　話

12月27日

12月28日

12月29日

12月30日

12月31日

1 月 1 日

1 月 2 日

1 月 3 日

1 月 4 日

細田設備 0551-27-2214

0551-23-1238

0551-25-5511

055-283-2074

0551-22-0956

（株）日設管興

八代設備

（株）甲栄興業

（有）清水水道

「にらさきヒューマンフォーラム2003」
―変えよう、変えます、自分と未来―

男女が家庭・地域・職場など社会のあらゆる分野で性
別にとらわれることなく、お互いの人権を尊重し、個性
を認め合う、男女共同参画社会の実現をめざしてみんな
で話し合いましょう。
日時 12月7日（日）午後1時～3時40分
場所 韮崎市文化ホール　小ホール
内容 パネルシアター・パネルディスカッション
講演 「あなたの勇気と行動が、社会を変える火付け役」
講師 山梨県女性団体協議会会長　飯窪さかえ氏
問い合わせ 教育課生涯学習推進室（内線222）

年
末
・
年
始
水
道
工
事
指
定
業
者

年
末
年
始
に
お
け
る
水
道
管
の
破
裂
等

の
修
理
は
、
水
道
工
事
指
定
業
者
が
当
番

制
で
行
い
ま
す
の
で
、
左
表
の
該
当
す
る

指
定
業
者
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

倉
谷
修
平

く
ら
や
し
ゅ
う
へ
い

君

米
満
達
弘

よ
ね
み
つ
た
つ
ひ
ろ
君
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◎一般書

◆ ｢鴉婆
からすばば

｣ 沢田ふじ子　著

安倍晴明を家祖とする土御門家の触頭・笠松平九郎が、京

都市中で起こる様々な事件に遭遇する。心の闇に光を当て

るシリーズ第２弾。

◆ ｢仇花
あだばな

｣ 諸田玲子　著

欲がなければ、人間死んだも同然ではないか－。恋も財も

地位も、すべてを欲しがった女、徳川家康最後の側室・お

六の激しくも儚
はかな

い生涯を描く。

◆｢絵具屋の女房｣ 丸谷才一　著

宮本武蔵は実在しなかった！という仮説から、なぜ明治

帝・大正帝が養子だったか？の論考まで、深遠玄妙かつ抱

腹絶倒、ハタと膝を打ってニンマリの傑作エッセイ15篇。

★今月の朗読のつどい
12月13日（土）午後1 時30分から 市民会館4階大会議室
★今月のだっこの会
12月17日（水）午前10時30分から 市民会館3階和室
★今月のおはなし会
今月はお休みです。

◎児童書
◆｢えっちゃんとミュウ｣ あまんきみこ 作　西巻茅子 絵
えっちゃんと、こねこのミュウはとても仲良し。ある日、
とらの家におよばれしたミュウ。とらとねこは親せきだ
っていうけれど･･･、えっちゃんはちょっと心配。
◆｢救出｣ 木暮正夫 文　相沢るつ子 絵
明治23年、紀伊半島沖でトルコの船が難破。人々の懸命
な努力で69人が救出された。95年後、イラン・イラク戦
争のさなか、日本人を救出したのはトルコの飛行機だっ
た･･･。2国の友情のドラマ。
◆「きみの味方だ！子どもの権利条約」林

はやし

量俶
かずよし

世取山
よとりやま

洋介
ようすけ

監修
子どもの権利条約がつくられた経緯と「子どもの意見を
大人に伝えるための権利」を中心に解説。権利条約の基
本がわかる、日本の子ども向けに書かれた子どもの権利
条約の本。
その他、多数入荷しました。ぜひおいでください！

（図書館流通センター｢週刊新刊全点案内｣1346号より）

開館時間　午前９時～午後５時
★休館日のおしらせ
12月 1 日（月）・ 8 日（月）・15日（月）・
12月22日（月）・23日（火）・26日（金）・
12月28日（日）～ 1 月 5 日（月）

新 着 図 書

作
り
方

①
白
身
魚
に
み
そ
、
生
姜
汁
、

●
砂
糖
、
片
栗
粉
と
長
ネ
ギ
の

●
み
じ
ん
切
り
を
合
わ
せ
、
包

●
丁
で
た
た
き
混
ぜ
て
、
８
等

●
分
す
る
。

②
小
判
型
に
ま
と
め
た
ハ
ン
バ

●
ー
グ
に
小
麦
粉
を
ま
ぶ
す
。

材料（4人分）
白身魚（タラ） 200g
長ネギ　 1/2本
み　そ　　　大さじ2/3
砂　糖　　　小さじ2/3
片栗粉　　　 大さじ1
小麦粉　　　　 少々
さやえんどう　　50g
トマト　　　　　1個
生姜汁　　　　　少々

一人当りの栄養価
エネルギー　 109kcal
たんぱく質 10.2g
塩　分 0.3g

協
力
　
旭
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を

●
熱
し
、
②
の
ハ
ン
バ
ー
グ
を

●
入
れ
、
両
面
が
焼
け
た
ら
裏

●
返
し
、
火
を
弱
め
て
フ
タ
を

●
し
、
中
ま
で
充
分
に
火
を
通

●
す
。

④
さ
や
え
ん
ど
う
を
ソ
テ
ー
し

●
て
、
ト
マ
ト
と
共
に
添
え
る
。

白
身
魚
の
ハ
ン
バ
ー
グ

No. 9

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

為
に
、
肉
を
カ
ロ
リ
ー
の
低

い
魚
に
替
え
た
ハ
ン
バ
ー
グ

で
す
。
骨
も
な
い
の
で
小
さ

な
子
ど
も
さ
ん
に
も
お
す
す

め
で
す
。

な
お
、
塩
タ
ラ
の
場
合
は
十

分
に
塩
抜
き
を
し
て
下
さ

い
。
ま
た
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を

添
え
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

ハッピークリスマス会
12月6日（土）午後1時30分～3時30分

韮崎市民会館5階大ホール（無料・申込み不要）
小さなお子さまからから小学生を対象に、

クリスマス会を開きます。
☆大きな紙芝居「クリスマスなんてだいっきらい」
☆マジックショー
☆あやつり人形劇「がんばる！たまごにいちゃん」
☆ハンドゲームやうた

ちょっぴりはやいクリスマス！
みなさんでおいでください。
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子育て支援センターに
いらっしゃいませんか？

◆子育てトーク（支援センター）
12月 3 日（水）10：30～11：30
1 月 7 日（水）10：30～11：30

◆あそびにおいでよ「園児の遊戯を見学しましょう」
12月 2 日（火） 9 ：30～（韮崎市文化ホール・大ホール）
※　現地集合　
◆子育て講座「第５回親子エアロビクス教室」（藤井保育園遊技室）
12月 9 日（火）10：30～11：30
講師　齋藤晴美先生　持ち物・・・室内シューズ
◆児童センター・支援センター合同事業
「クリスマスお楽しみ会」（韮崎市文化ホール２階会議室）
12月10日（水）10：30～11：30
講師　ピッピの会　有料（400円）・要予約
◆マイカー点検教室
12月11日（木）10：00～（支援センター）
講師　山梨県自動車整備振興会　要予約
◆誕生会に参加しましょう（支援センター・藤井保育園遊戯室）
12月19日（金）10：00～

各行事の対象は、明記がないかぎり0～
6才までの児童とその保護者です。
北東児童センター　 23 -5550
甘利児童センター　 23 -1535
北西児童センター　 22 -1775

保育園開放日は毎週水曜日
10：00～12：00

子育て相談（面談 8：30～12：00）
（電話相談 8：30～ 5：00）

お気軽にご利用下さい。
韮崎地域子育て支援センター
（藤井保育園内） 23-7676（FAX兼用）

ビデオシアター
甘利　12月25日 10:30～11:30

ビデオシアター（対象：小学生）
甘利　12月25日 14:00～16:00

防犯について考えよう（対象：小学生）
北東　12月17日 14:30 ～15:30
北西　12月19日 14:30 ～15:30

講師　韮崎警察署員

クリスマス会
北西　12月12日 10:30～11:30
甘利　12月17日 10:30～11:30
北東　12月 4 日 10:30～11:30
クリスマス会（対象：小学生）
甘利　12月18日 14:00～15:00

参加費110円　要申込

北東　12月18日 14:00～16:00
参加費110円　要申込

北西　12月18日 14:00～16:00

作って遊ぼう　リース作り
北東　12月2日 ～ 5 日 10:30～11:30
北西　12月9日 ～11日 10:30～11:30
甘利　12月9日 ～12日 10:30～11:30

パソコン教室（対象：小学生）
甘利　12月 2 日 13：30～15：30
北東　12月 9 日 14：30～16：30
北西　12月11日 14：30～16：30

“お話キャラバン”

親子で遊ぼうお絵かきあそび
甘利　12月 2 日 ～ 5 日 11:00～

北東　12月 9 日 ～12日 11:00～

北西　12月16日 ～19日 11:00～

折り紙あそび
北東　12月16日 ～19日 11:00～

甘利　12月16日 ～19日 11:00～
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Health Information

Q．

現
在
、
あ
る
病
院
の
内
科
で
お
薬
を
も
ら
っ
て
飲

●
　
ん
で
い
ま
す
が
、
腰
痛
で
別
の
病
院
の
整
形
外
科
に

●
　
か
か
り
薬
を
も
ら
い
ま
し
た
。
一
緒
に
飲
ん
で
も
大

●
　
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？

A．韮
崎
市
立
病
院
　
薬
剤
長
　

中
込
　
芳
美

薬
は
患
者
さ
ん
の
病
態
に
あ
わ
せ
て
選
択
さ
れ
、

２
種
類
以
上
の
お
薬
が
処
方
さ
れ
る
事
は
、
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
２
種
類
以
上
の
薬
を
服
用
す
る
こ
と

で
、
薬
の
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
、
効
果
が
強
く

な
っ
た
り
、
弱
く
な
っ
た
り
す
る
“
相
互
作
用
”
が

起
こ
る
こ
と
が
あ
り
、
副
作
用
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
ご
質
問
の
よ
う
な
場
合
は
、
主
治
医
に
過

去
の
病
歴
、
現
在
服
用
し
て
い
る
お
薬
、
ア
レ
ル
ギ

ー
の
有
無
な
ど
を
伝
え
た
上
で
の
処
方
で
あ
れ
ば
問

題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
主
治
医
に
お
話
し
て
な
い
場
合

に
は
、
早
急
に
主
治
医
又
は
薬
剤
師
に
、
ご
相
談
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
処
方
さ
れ
た
お

薬
に
つ
い
て
も
十
分
に
説
明
を
受
け
、
不
安
や
心
配

を
取
り
除
い
て
、
納
得
し
た
上
で
服
用
す
る
事
が
大

切
で
す
。

実　施　日 時　　間 備　　　考 会　　場

母 親 学 級

12日（金）

13日（土）

9 ：00

9 ：00

経産婦：母乳・育児について

初産婦：育児について
保健福祉
センター

（市立病院北）
( 23-4310)

15日（月） 13：30 初産婦：栄養について　　　　

機能訓練教室
5 ・ 8 ・10・12・15・
17・19・22・24日

すくすく教室 10日（水） 13：00 対象：H15年5月生まれ

個別健康教育 左ページ下段の日程をご覧下さい。

12月の健康カレンダー

乳幼児の
健　診

教　室

健　診　名 対　象　児 健　診　日 受付時間 会　　場

4 カ 月 児

1 1 カ 月 児

1歳6カ月児

2歳児（歯科）

3 歳 児

H15年 8 月生まれ

H15年 1 月生まれ

H14年 5 月生まれ

H13年11月生まれ

H12年11月生まれ

9 日（火）

16日（火）

4 日（木）

3 日（水）

2 日（火）

1 日～15日生まれ
13:00～13:20
16日～31日生まれ
13:30～13:50

※都合の悪い方は
●14:00までに受
●付を済ませてく
●ださい。

保健福祉
センター

（市立病院北）
( 23-4310)

持ち物
・各種健康手帳
・筆記用具
・教室に応じて体
操のできる服装

持ち物
・母子健康手帳
・バスタオル
・保険証
・印鑑

母子健康手帳交付
一 般 健 康 相 談 毎週月・金曜日 保健福祉

センター
（市立病院北）
( 23-4310)

実　施　日 時　　間 備　　　考 会　　場

育 児 相 談 19日（金） 要予約

健　康
相　談

持ち物
・各種健康手帳

接　種　名 対　象　児 接種日 時　間 会　場

ツベルクリン検査を受けた方は各２日後に反応を見ますので受診して下さい。時間・場所は同じです。

今月はありません

すくすく教室は、身体計測・離乳食の試食・栄養指導・保健師による保健指導です。

持ち物
・母子健康手帳
・問診票

予防接種

要
予
約

医
療
Q
＆
A
『
薬
の
飲
み
合
わ
せ
』
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生活・身の上等の日常生活の悩みに関する相談。

子どもの教育など子育てに関する悩みの相談。

結婚相手の紹介や相談に応じ、幸せな家庭が築け
るよう協力します。

国や県、市の行政などについての相談。

学習・いじめ・不登校など学校教育に関する悩みや不安の相談。

5 日（金） 喀痰検診（保健福祉センター）
8 日（月） 〃
6 日（土） 県下一周駅伝競走大会（～7日）
6 日（土） 環境講座　　　　　　　PM 2 :00～　市役所別館会議室
9 日（火） 社放研ほほえみ　　　　PM 7 :30～竜岡公民館
9 日（火） 社放研もみじ　　　　　PM 8 :00～藤井公民館
11日（木） 武田の里婦人大学 PM 1 :30～市民会館
11日（木） 総合健診結果報告会　　10月26日受診者　

受付 9：15～　保健福祉センター
12日（金） 老壮大学 PM12:30～市民会館
16日（火） 社放研あすなろ　　　　AM10:00～市民会館
20日（土） クリスマス親子映画会　AM10:00～市民会館
個別健康教育（保健福祉センター）
9 日（火） 高血圧個別健康教育　（Ｂコース④）
10日（水） 糖尿病個別健康教育　（Ｂコース④）
16日（火） 高脂血症個別健康教育（Ｃコース⑤）

『食』に関することで、心配なことや聞いてみたい事が
ありましたら、いつでも栄養士が相談に応じます。
（あらかじめ相談日時を電話予約して下さい。）
相談場所　保健福祉センター 23-4310

法律的な相談であればどんな内容でも可。1人30分6名
まで。申込多数のため当月に予約出来ない場合があり
ます。

介護保険に関する悩み、相談。

心 配 ご と 相 談

子 ど も の 相 談

結 婚 相 談

行 政 相 談

学 校 教 育 相 談

市 民 栄 養 相 談

無 料 法 律 相 談

介 護 保 険 定 例
相 談 会

（要予約）
企画財政室

（内線322・323）

そうだん

行事カレンダー

実施日 場　所 時　間

毎週月曜日 市 役 所 10‥00～15 ‥00

実施日 場　所 時　間

毎週木曜日 市 民 会 館 10‥00～16‥00

実施日 場　所 時　間

毎週
日・水・金曜日

結 婚 相 談 所
（ 市 民 会 館 3 階 ）
各地区相談所

9‥00～16‥00

実施日 場　所 時　間

第1～第3月曜日 市 役 所 13‥00～15‥00

実施日 場　所 時　間

毎週月・火・水曜日 市 民 会 館 9‥30～16‥00

実施日 場　所 時　間

毎月第2火曜日 保健福祉センター 9‥30～16‥00

実施日 場　所 時　間

25日（木） 市 役 所 13‥00～16‥00

市民憲章（昭和44年10月制定）
1 自然を愛し、美しいまちをつくりましょう。

1 勤労を尊び、豊かなまちをつくりましょう。
1 教養を高め、文化のまちをつくりましょう。

市の花　つつじ（昭和43年10月制定）
市の木　こぶし

市の鳥　チョウゲンボウ
（平成元年 4 月制定）

各種税金の納期限各種税金の納期限
12月25日（木）

固定資産税第3期納期限
介護保険料第5期納期限

5
金 穂坂町三ツ沢上・下・飯米場

8
月 穂坂町柳平・宮久保・鳥の小池

9
火 東ヶ丘病院

10
水 中田町・穴山町全区

12
金 老壮大学

11
木 円野町全区

15
月 清哲町・神山町全区

16
火 旭町全区

17
水 静心寮

18
木 大草町・竜岡町全区

19
金

祖母石・一ツ谷・水神町・1
～ 5 丁目・西町・天神町・若
宮町・旭町・日の出町・富士
見ヶ丘・中島町・高河原

22
月 富士見 1 ～ 3 丁目・岩下・上の山

23
火

穂坂町日の城、三之蔵・権現
沢・上の原・上今井・原・長
久保

24
水 穂坂町三ツ沢上・下・飯米場

25
木 穂坂町柳平・宮久保・鳥の小池

26
金 中田町・穴山町全区

年年末末年年始始のの休休業業・・休休館館日日程程
市役所　　　　12月27日～1月4日
市立病院　　　12月28日～1月4日
※救急患者はこの限りではありません。
韮崎中央公園などのスポーツ施設

12月29日～1月5日
ゆ～ぷるにらさき 12月29・31日・

1 月 1 日
民俗資料館　　12月29日～1月3日
市立図書館　　12月28日～1月5日
市民会館　　　12月28日～1月3日
老人福祉センター 12月28日～1月4日
児童センター　12月27日～1月4日
文化ホール　　12月28日～1月7日
（12月28日・1月4、6、7日は窓口業務行います）
市営火葬場　　 1 月 1 日～1月3日
ゴミ収集　　　12月30日～1月4日
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こ
の
広
報
紙
は
、
古
紙
配
合
率
一
○
○
％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市の人口（11月1日現在）
男　16,338人　女　16,760人　
計　33,098人　前月比　+45人
世帯数
11,821世帯　　前月比　+42世帯

みんなの医療費
市が11月に病院などに支払った医療費をお知らせします。
国民健康保険 104,228,843円（前月比　0.02％ 減）＊被保険者 1 人当り　12,221円
老人保健　　　208,550,857円（前月比　1.65％ 増）＊被保険者 1 人当り　46,918円
健康に気をつければみんなの負担（保険税）が軽くなります。医療費の節約に、ご協力くだ
さい。

◎ わが家の主役 ◎
写真を募集
しています！

◎ わが家の主役 ◎
写真を募集
しています！

わが家の主役

毎日笑顔をありがとう

寛樹（ひろき）くん（右）
平成12年6月3日生まれ

優実（ゆみ）ちゃん（左）
平成14年8月18日生まれ

旭町上条北割2154-2
河内秀樹・知子さん

第48回武田の里文化祭

10月17日～19日・11月7日～9日に、市文化ホールにおいて、第48回武
田の里文化祭が開催されました。期間中には舞踊・大正琴・ブラスバ
ンド演奏・書道・華道の作品など日頃の成果が披露されました。

11
月
１
日（
土
）
第
17
回
福
祉
の
日
記

念
ま
つ
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
約
２
千
人
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

運
動
会
で
交
流
を
深
め
、
体
験
コ
ー
ナ

ー
や
模
擬
店
、
友
愛
バ
ザ
ー
な
ど
多
彩

な
催
し
も
の
を
楽
し
み
ま
し
た
。

フリーマーケットも大盛況

福
祉
の
日
記
念
ま
つ
り

「仲間とともに学習の輪を広げよう」

11月9日、市文化ホールにおいて
第25回韮崎市生涯学習フェスティ
バル‘03が開催されました。
各地区の活動成果の発表や、

小林　泉さん（女優）・山崎　泰
さん（獣医師）の講演などをとお
して生涯学習に対する意欲や関心
を一層高めました。

小林泉さんの講演（人権一人芝居）

大玉転がし

みんなでいきいき体操


